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（
現
代
と
教
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）

立
正
安
国
と
は
何
か

─
現
代
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
─

第
一
日
目

僉
基
調
講
演
に
つ
い
て
僊

・
宮
台
氏
の
「
正
し
さ
の
不
可
能
性
」
は
大
切
な
テ
ー
マ
。「
立
正
安
国
｣
に
関
し
て
、
あ
の
講
演
を
我
々
は
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
？
反

論
が
必
要
。
相
対
的
な
社
会
で
正
法
、
正
し
さ
を
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
。

・
宮
台
氏
の
主
張
は
相
対
的
な
正
し
さ
。
宗
教
者
は
絶
対
者
を
認
め
、
正
法
の
絶
対
性
を
認
め
て
い
る
。

・「
正
し
さ
」に
つ
い
て
分
科
会
で
話
し
て
も
結
論
は
出
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
で
正
し
さ
は
た
く
さ
ん
存
在
す
る
。
我
々
は
法
華
経
の

広
宣
流
布
を
目
指
せ
ば
よ
い
。
正
し
さ
の
議
論
は
机
上
の
空
論
。
実
践
的
、
具
体
的
議
論
が
必
要
。
全
て
を
包
み
込
む
努
力
は
必
要
だ

が
、
他
宗
と
も
仲
良
く
し
て
い
か
な
い
と
。
他
宗
批
判
は
仏
教
会
で
は
で
き
な
い
。

・
宮
台
氏
を
な
ぜ
呼
ん
だ
か
と
言
え
ば
、
社
会
的
に
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
、
外
部
の
意
見
を
参
考
に
し
た
い
か
ら
。
我
々
の
正
法
は
絶

対
で
よ
い
。
社
会
学
は
正
し
さ
を
議
論
し
て
き
た
。
意
見
が
違
っ
て
も
話
し
合
え
ば
真
理
に
近
付
く
期
待
が
あ
っ
た
か
ら
だ
が
、
原
理

主
義
、
自
己
中
心
の
世
界
で
は
難
し
い
。
社
会
学
は
社
会
を
共
通
の
視
点
で
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
我
々
は
自
分
が
正
し
い
か
ら

原
理
主
義
的
に
行
動
す
る
の
か
？
我
々
は
正
し
さ
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
社
会
全
体
で
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
。
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・
立
正
安
国
論
は
近
代
社
会
に
と
っ
て
は
古
い
論
文
。
立
正
安
国
論
を
現
代
社
会
に
生
か
す
の
で
あ
れ
ば
、
宗
教
者
の
目
で
社
会
を
見
る

の
で
は
な
く
、
社
会
の
目
線
で
宗
教
者
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
一
般
社
会
の
人
に
は
「
立
正
」
は
わ
か
ら
な
い
。
工
場
の
管
理
シ

ス
テ
ム
の
中
で
歯
車
と
な
っ
て
い
る
人
間
に
は
、
立
正
安
国
は
通
じ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
人
々
に
今
の
「
時
」
を
考
え
、
視
点
を
考
え

て
説
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
教
一
致
、
分
離
を
考
え
て
も
仕
方
が
な
い
。
年
間
自
殺
者
三
万
人
の
現
代
社
会
に
お
い
て
、

行
動
に
移
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
布
教
実
践
の
立
場
か
ら
議
論
し
て
い
き
た
い
。

・
世
間
の
人
に
通
じ
な
く
て
も
、
疎
ん
ぜ
ら
れ
て
も
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
仏
様
と
の
約
束
。
仏
の
諫
暁
逃
れ
難
し
。「
鎌
倉
と

今
は
違
う
か
ら
今
の
考
え
を
」
と
い
う
の
は
思
い
上
が
り
。
仏
様
か
ら
見
た
ら
同
じ
末
法
。
世
間
の
物
差
し
で
見
て
い
く
の
か
、
仏
様

の
視
点
で
見
て
い
く
の
か
。
常
識
は
世
間
と
仏
法
で
異
な
る
。
忍
性
の
よ
う
に
振
舞
え
ば
現
世
で
も
崇
め
ら
れ
る
。
世
間
に
合
わ
せ
た

ら
受
け
入
れ
ら
れ
る
が
仏
様
か
ら
離
れ
る
。

・「
正
し
さ
」
を
合
意
事
項
と
し
て
共
有
し
た
い
か
ら
話
し
て
い
る
。
聖
人
の
お
考
え
に
沿
わ
な
け
れ
ば
「
日
蓮
宗
」
で
は
な
い
。
衆
生
済

度
の
目
的
の
た
め
に
は
、
両
方
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
ご
遺
文
を
拝
読
す
る
と
き
、
百
年
、
二
百
年
後
で
も
精
神
は
同
じ
。
生
き
る
時
代
背
景
で
解
釈
を
変
え
て
は
な
ら
な
い
。
何
百
年
後
も

教
師
の
解
釈
は
保
つ
べ
き
。
国
は
日
本
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
か
ら
先
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
。
同
時
で
は
な
い
。

・
宮
台
氏
の
「
正
し
さ
」
を
認
め
る
の
か
？
行
動
レ
ベ
ル
で
は
宮
台
氏
に
否
定
さ
れ
る
。
大
曼
陀
羅
を
書
か
れ
た
聖
人
の
精
神
の
正
し
さ

が
大
切
。

僉
政
教
一
致
と
政
教
分
離
僊

・
政
治
に
無
干
渉
で
王
仏
冥
合
は
可
能
か
？

・（
問
題
提
起
者
）
宗
教
者
は
政
治
家
に
戒
を
授
け
、
政
治
家
は
法
華
精
神
に
基
づ
い
て
活
動
す
る
の
が
王
仏
冥
合
。
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・
今
回
の
狙
い
は
安
国
論
の
勉
強
会
で
は
な
い
。
布
教
の
現
場
の
声
を
聞
く
場
で
は
な
い
か
。

・（
提
起
者
）
安
国
論
を
説
く
と
政
教
一
致
を
批
判
さ
れ
る
と
い
う
現
場
の
問
題
が
あ
る
。

・
安
国
論
を
取
り
上
げ
た
趣
旨
は
わ
か
る
。
政
教
分
離
は
一
般
的
に
信
教
の
自
由
を
意
味
す
る
。
王
仏
冥
合
は
気
持
ち
は
法
華
と
い
う
こ

と
。
問
題
提
起
に
は
議
論
の
飛
躍
が
あ
る
。
問
題
は
政
治
家
の
心
の
問
題
か
、
創
価
学
会
の
問
題
か
？

・（
提
起
者
）立
正
安
国
の
世
界
で
も
信
教
の
自
由
は
認
め
ら
れ
る
。
現
代
の
自
由
と
民
主
主
義
の
中
で
四
海
帰
妙
を
進
め
て
行
け
る
の
か

と
い
う
こ
と
。

・
日
蓮
聖
人
の
立
正
安
国
論
を
政
教
一
致
、
分
離
に
分
け
る
の
は
飛
躍
が
あ
る
。
立
正
の
「
正
し
さ
」
を
確
認
し
な
い
と
、
一
致
、
分
離

は
話
せ
な
い
。
立
正
安
国
の
本
来
の
意
味
が
大
事
。
国
家
、
国
民
、
国
土
を
合
わ
せ
て
国
体
と
い
う
。
欧
州
の
宗
教
と
政
治
の
関
係
は

キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
。
仏
教
と
は
異
な
る
。
仏
教
は
全
て
の
人
を
仏
に
す
る
。
仏
に
な
ろ
う
と
す
る
者
と
為

政
者
の
関
係
の
理
解
が
必
要
。
現
宗
研
で
は
布
教
の
現
実
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き
。
創
価
学
会
の
国
立
戒
壇
、
王
仏
冥
合
の
主
張
か

ら
、
政
教
一
致
、
分
離
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
の
創
価
学
会
は
王
仏
冥
合
を
言
わ
ず
、
文
化
、

教
育
、
平
和
な
ど
を
強
調
し
て
い
る
。
創
価
学
会
、
顕
正
会
と
我
々
の
王
仏
冥
合
が
ど
う
違
う
の
か
が
大
切
。
欧
州
と
日
本
の
宗
教
史

の
違
い
も
念
頭
に
置
く
べ
き
。
我
々
は
日
本
を
世
界
の
コ
ア
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
何
を
や
る
べ
き
か
が
重
要
。
ま

ず
は
立
正
と
安
国
が
何
で
あ
る
か
、
共
通
認
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

・
創
価
学
会
は
折
伏
大
行
進
を
行
い
、
国
立
戒
壇
を
唱
え
た
が
、
大
石
寺
の
坊
さ
ん
も
疑
問
を
持
っ
た
。
暴
力
的
な
折
伏
は
涅
槃
経
の
も

の
。
聖
人
の
折
伏
は
結
縁
を
目
的
と
し
た
不
軽
菩
薩
の
折
伏
。
創
価
学
会
の
折
伏
は
信
者
を
増
や
す
こ
と
が
目
標
の
権
力
志
向
の
折

伏
。
聖
人
や
先
師
の
諫
暁
の
結
果
、
国
教
化
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
結
縁
は
で
き
た
。

・
立
正
安
国
は
政
教
一
致
で
は
あ
り
え
な
い
。
公
明
党
が
多
数
と
な
る
こ
と
は
問
題
。

・（
提
起
者
）
宗
教
者
が
政
治
に
介
入
す
る
の
は
問
題
と
言
わ
れ
る
。
立
正
安
国
論
は
宗
教
の
書
で
あ
り
、
政
治
の
書
で
は
な
い
。
マ
ス
コ
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ミ
等
の
一
般
社
会
に
対
し
、
仏
教
精
神
で
の
立
正
安
国
を
説
明
で
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

・
宗
教
者
と
政
治
家
で
立
正
安
国
論
の
読
み
方
、
受
け
方
は
違
う
。
立
場
に
よ
っ
て
読
み
方
が
違
う
が
、
世
の
中
を
正
し
い
方
向
に
向
か

わ
せ
、
安
ん
ず
る
こ
と
が
宗
教
者
の
役
割
。

・（
提
起
者
）勧
学
院
は
議
論
を
避
け
る
。
左
翼
か
ら
は
立
正
安
国
論
＝
政
教
一
致
と
否
定
さ
れ
る
。
立
正
安
国
封
印
論
の
も
あ
る
。
議
論

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

僉
立
正
の
「
正
」
に
つ
い
て
／
法
華
経
、
お
題
目
、
三
秘
僊

・
浅
井
先
生
の
説
で
は
、
立
正
安
国
論
に
「
正
し
さ
」
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
開
、
本
両
抄
で
顕
説
さ
れ
た
と
な
っ
て
い
る
。

・
高
木
先
生
は
、
立
正
安
国
論
は
三
九
歳
の
聖
人
の
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
聖
人
御
一
代
の
教
学
の
立
場
か
ら
読
む
こ
と
も
意
味
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

・
立
正
安
国
は
聖
人
ご
生
涯
を
通
じ
て
の
お
考
え
で
あ
り
、
立
正
安
国
論
、
如
説
修
行
抄
、
観
心
本
尊
抄
、
当
体
義
鈔
の
四
つ
の
ご
遺
文

か
ら
理
解
で
き
る
。

・
法
華
経
と
お
題
目
は
本
質
的
に
は
同
じ
だ
が
、
五
字
と
七
字
で
「
南
無
」
が
異
な
る
。
七
字
は
末
代
の
凡
夫
の
た
め
に
あ
り
、
仏
に
な

る
唯
一
の
可
能
性
。

僉
安
国
の
「
国
」
に
つ
い
て
／
日
本
、
世
界
、
宇
宙
僊

・
立
正
安
国
論
に
は
他
国
侵
逼
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
国
は
日
本
を
指
す
。
お
題
目
結
縁
は
全
世
界
、
宇
宙
が
目
標
。

・
聖
人
の
当
時
の
お
考
え
に
基
づ
く
な
ら
国
は
日
本
。
日
本
が
コ
ア
と
な
っ
て
法
華
経
を
広
め
る
。

・
当
時
の
時
代
背
景
と
し
て
、
世
界
、
宇
宙
の
感
覚
は
あ
っ
た
の
か
？
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・（
提
起
者
）
唯
識
、
倶
舎
の
議
論
か
ら
、
世
界
、
宇
宙
の
概
念
は
あ
っ
た
。
聖
人
は
世
界
を
表
す
際
に
は「
閻
浮
提
」を
使
わ
れ
て
い
る
。

・「
正
」
は
法
華
経
、「
国
」
は
日
本
。
む
し
ろ
、
動
詞
で
あ
る
「
立
」、「
安
」
の
方
が
、
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
す
際
に
問
題
に
な
る
。

現
代
社
会
で
そ
の
ま
ま
で
良
い
の
か
？
「
立
」
を
敷
衍
し
て
考
え
て
良
い
の
か
？

・「
正
」、「
国
」
に
つ
い
て
、
今
こ
の
場
で
話
す
の
が
有
意
義
な
の
か
？
「
現
代
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
」
と
言
う
な
ら
、
言
葉
尻
で
時

間
を
つ
ぶ
す
べ
き
で
は
な
い
。

第
二
日
目

僉
立
正
安
国
の
世
界
は
武
装
か
非
武
装
か
僊

・
非
武
装
中
立
は
国
の
存
在
と
し
て
の
理
想
論
で
現
実
的
で
は
な
い
。
聖
人
は
防
衛
を
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ご
遺
文
で
は
国
防
を
否
定

で
き
な
い
。
国
の
安
全
、
存
在
の
保
全
は
最
大
の
福
祉
、
基
盤
。
聖
人
は
現
実
路
線
を
進
ま
れ
た
は
ず
。
武
装
で
あ
っ
て
も
専
守
防
衛

は
基
本
中
の
基
本
。

・
集
団
的
自
衛
権
は
次
の
レ
ベ
ル
の
議
論
。
人
が
身
を
守
る
、
国
が
守
る
の
は
自
然
権
。
聖
人
は
非
武
装
と
は
言
わ
れ
な
い
。
身
延
に
も

馬
、
弓
、
刀
を
備
え
て
あ
っ
た
。
小
松
原
の
法
難
か
ら
、
身
延
も
万
が
一
の
備
え
を
し
た
。
現
実
を
考
え
て
か
ら
理
想
へ
向
か
う
べ
き
。

檀
信
徒
に
対
し
、
自
衛
隊
は
憲
法
違
反
と
は
言
え
な
い
。

・
立
正
安
国
論
に
は
武
装
放
棄
は
出
て
い
な
い
が
、
正
法
に
帰
依
す
れ
ば
他
国
侵
逼
は
な
い
か
ら
、
武
装
放
棄
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

不
軽
菩
薩
は
抵
抗
し
な
か
っ
た
。
武
器
の
保
持
は
殺
生
戒
に
触
れ
る
の
で
は
。

・
武
士
は
武
士
の
力
を
結
集
し
て
他
国
侵
逼
に
備
え
ろ
と
い
う
の
が
聖
人
の
お
考
え
。
不
軽
菩
薩
の
但
行
礼
拝
だ
け
な
ら
、
身
延
が
攻
め

ら
れ
て
も
武
器
の
備
蓄
は
必
要
な
い
。
不
軽
菩
薩
は
折
伏
逆
化
だ
が
、
身
の
危
険
を
守
る
の
は
自
然
。
最
近
の
先
生
た
ち
の
立
正
安
国

論
の
講
義
に
は
他
国
侵
逼
が
出
て
こ
な
い
。
立
正
安
国
が
但
行
礼
拝
に
す
り
か
え
ら
れ
て
い
る
。
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・（
提
起
者
）
聖
人
は
殺
生
戒
よ
り
も
正
法
護
持
を
優
先
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
仏
教
に
は
、
捨
戒
、
国
家
優
先
の
考
え
も
あ
る
。
釈
迦

族
は
因
果
の
道
理
に
勝
て
な
か
っ
た
。
釈
迦
族
が
滅
ぶ
こ
と
で
道
理
が
示
さ
れ
た
。
南
北
朝
鮮
は
目
の
前
に
軍
備
が
あ
り
、
日
本
人
の

平
和
論
は
甘
い
と
言
わ
れ
る
。
仏
教
者
に
は
、
机
上
の
空
論
的
平
和
論
で
は
な
く
、
現
実
を
見
据
え
た
平
和
論
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
一
番
小
さ
な
「
国
」
は
「
家
」
と
考
え
ら
れ
る
。
家
を
守
る
の
に
は
鍵
を
か
け
る
。
外
出
す
る
と
き
も
警
戒
心
は
あ
る
。
最
小
で
も
、

自
衛
、
防
衛
は
必
要
。
立
正
安
国
は
恒
久
平
和
を
目
指
す
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
ど
う
い
う
態
度
を
と
る
か
は
難
し
い
。

・
聖
人
の
鎌
倉
に
お
け
る
厳
し
い
環
境
下
で
の
布
教
を
考
え
れ
ば
、
立
正
安
国
と
憲
法
九
条
に
つ
い
て
の
議
論
先
行
で
は
な
く
、
立
正
平

和
運
動
を
体
験
し
て
か
ら
議
論
す
べ
き
。
布
教
の
現
場
に
お
い
て
立
正
安
国
の
意
味
を
考
え
た
い
。

・
立
正
安
国
、
平
和
運
動
が
出
て
き
て
、
宗
門
が
混
乱
し
て
い
る
。
こ
の
部
会
は
、
聖
人
の
お
考
え
と
現
代
の
議
論
が
混
ざ
っ
て
い
る
。

現
代
教
学
部
会
は
聖
人
の
お
言
葉
だ
け
の
議
論
で
は
な
い
は
ず
。
個
人
的
に
は
専
守
防
衛
の
立
場
。
僧
侶
だ
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
の

矛
盾
が
あ
る
。
宗
教
で
は
戦
争
は
人
殺
し
だ
が
市
民
と
し
て
は
専
守
防
衛
が
必
要
と
考
え
る
。
聖
人
が
武
器
を
持
っ
た
の
は
止
む
を
得

ず
で
は
な
い
か
。
他
国
か
ら
侵
略
さ
れ
な
い
確
証
は
な
い
。

・
専
守
防
衛
は
正
法
護
持
の
た
め
。
今
の
日
本
が
つ
ぶ
れ
て
残
る
も
の
が
あ
る
の
か
。
立
正
安
国
が
実
現
さ
れ
た
完
成
形
な
ら
非
武
装
だ

が
、
現
在
進
行
形
で
は
専
守
防
衛
。
非
武
装
で
日
本
が
滅
び
て
は
法
華
経
が
な
く
な
る
。
滅
び
た
場
合
、
そ
の
態
度
の
根
底
に
法
華
経

精
神
が
あ
っ
た
こ
と
は
残
ら
な
い
。
法
華
経
の
根
絶
に
つ
な
が
る
。

・
平
和
と
い
わ
れ
る
と
反
論
で
き
な
い
の
が
僧
侶
の
弱
点
。
色
々
な
立
場
の
平
和
が
あ
る
の
に
、
反
論
も
分
析
も
で
き
な
い
。「
平
和
」
の

言
葉
は
怪
し
い
。
中
国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
な
ど
が
地
雷
の
輸
出
を
や
め
て
か
ら
、
日
本
も
地
雷
の
使
用
を
や
め
る
べ
き
。
専
守
防
衛

は
戦
場
が
国
内
に
な
る
。
平
和
運
動
は
内
容
を
吟
味
し
て
か
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

・
仏
法
の
理
想
は
我
此
土
安
穏
、
非
武
装
の
世
界
。
し
か
し
現
実
的
で
は
な
い
。
通
過
点
、
過
程
で
は
武
装
も
一
概
に
悪
で
は
な
い
。
現

時
点
で
は
集
団
的
自
衛
権
ま
で
は
想
定
し
て
い
な
い
。
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・（
提
起
者
）
聖
人
は
理
想
と
現
実
を
分
け
ら
れ
て
い
な
い
。
現
世
は
娑
婆
、
三
界
で
あ
り
、
六
道
輪
廻
か
ら
逃
れ
な
い
。
理
想
も
非
武
装

で
は
な
い
。

・
聖
人
の
お
考
え
は
引
き
継
ぐ
が
、
現
代
社
会
で
何
が
で
き
る
か
考
え
る
べ
き
。
仏
教
者
は
非
武
装
中
立
で
あ
る
べ
き
。
お
檀
家
さ
ん
に

自
衛
隊
員
が
い
て
も
、
仏
教
者
と
し
て
は
不
殺
生
、
非
武
装
中
立
。
世
法
で
は
現
実
問
題
が
あ
る
。
立
正
安
国
を
現
代
に
生
か
す
に
は
、

貿
易
輸
出
で
も
他
国
の
こ
と
を
考
え
る
の
が
立
正
安
国
。
安
心
な
家
、
地
域
、
社
会
を
作
っ
て
い
く
に
は
、
折
伏
で
は
で
き
な
い
。
他

宗
も
認
め
な
が
ら
直
し
て
い
く
精
神
が
必
要
。

・
聖
人
は
、
有
徳
王
な
ど
、
正
法
護
持
の
た
め
な
ら
殺
生
戒
を
犯
し
て
も
良
い
と
さ
れ
て
い
た
。

・
集
団
的
自
衛
権
を
認
め
る
専
守
防
衛
で
あ
れ
ば
、
他
国
へ
も
自
衛
隊
を
派
遣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
危
惧
が
あ
る
。

・
自
分
を
守
る
、
共
同
体
を
守
る
の
は
当
然
。
立
正
安
国
は
、
十
界
曼
陀
羅
が
完
成
さ
れ
た
世
界
だ
が
、
四
方
は
四
天
王
に
守
ら
れ
て
い
る
。

・
平
和
が
続
い
た
の
は
憲
法
九
条
の
お
蔭
。
宗
教
目
標
は
立
正
安
国
。
方
法
論
は
信
仰
か
ら
。
損
得
で
は
な
く
、
本
門
の
本
仏
に
ど
う
近

付
く
か
。

・
憲
法
九
条
は
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
泥
棒
に
対
し
て
は
自
己
防
衛
し
な
い
と
い
け
な
い
。
非
核
、
非
武
装
で
裸
に
な
れ
る

の
か
？
人
類
の
永
遠
の
平
和
は
永
遠
に
訪
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
な
が
ら
憲
法
九
条
を
守
る
運
動
を
続
け
て
い
る
。
全
人
類
が

平
等
に
な
ら
な
け
れ
ば
殺
し
合
い
は
永
遠
に
続
く
。
殺
さ
れ
る
こ
と
を
業
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
平
和
へ
の
道
。
自
衛
隊
が
い
て

平
和
が
守
ら
れ
て
い
る
の
は
現
実
。
わ
か
っ
て
い
て
言
っ
て
い
る
。

僉
天
災
僊

・
人
の
心
が
乱
れ
、
そ
の
地
が
乱
れ
て
い
る
か
ら
天
災
が
起
き
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
災
害
の
起
こ
っ
た
同
じ
場
所
に
家
を
建
て
る

（
土
地
に
執
着
す
る
）
の
が
人
の
心
の
乱
れ
の
せ
い
、
と
は
主
張
で
き
な
い
。
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以
上

第
二
分
科
会
（
教
団
・
教
化
）

社
会
が
必
要
と
す
る
僧
侶
に
な
れ
る
の
か

─
立
正
安
国
の
視
点
か
ら
─

伊
藤
美
妙
師
よ
り
「
宗
教
者
と
し
て
は
、
今
苦
し
ん
で
い
る
人
を
目
の
前
に
し
て
手
を
差
し
伸
べ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
。
し
か
し
、
自
分
は
周
り
の
人
の
苦
に
真
摯
に
向
き
合
い
救
済
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
現
在
、
檀
家
制
度
で
成
り
立
っ

て
お
り
、
主
た
る
活
動
は
月
忌
参
り
で
あ
り
、
法
事
で
あ
り
、
葬
儀
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
で
は
い
ず
れ
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
な

く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
危
惧
を
し
て
い
る
。
宗
教
離
れ
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
せ
め
て
法
事
・
葬
儀
だ
け
で
も
心
を
込
め

て
行
い
た
い
、
少
し
で
も
仏
教
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
な
か
な
か
対
応
で
き
て
い
な
い
。
葬
儀
の
後
、
四

九
日
し
か
行
わ
れ
な
い
と
遺
族
に
接
す
る
機
会
す
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
般
の
人
た
ち
は
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
苦
を
ど
の
よ
う
に
解

決
し
て
い
る
の
か
。
新
興
宗
教
や
細
木
数
子
・
オ
ー
ラ
の
泉
な
ど
の
一
般
的
な
と
こ
ろ
に
解
決
を
求
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
苦
に
対
し
て

答
え
て
く
れ
た
り
、
共
に
悩
ん
で
く
れ
る
人
を
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
我
々
は
答
え
抜
苦
与
楽
、
苦
を
取
り
除
き
、
希
望
を
与
え

る
だ
け
で
な
く
苦
を
受
容
し
て
苦
で
な
く
な
る
よ
う
な
行
動
を
教
え
示
す
こ
と
も
我
々
の
役
割
で
は
な
い
か
。」
と
問
題
提
起
さ
れ
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
立
正
安
国
と
は
な
に
か
。
地
域
、
社
会
を
表
す
国
で
あ
り
、
民
の
意
志
。
国
構
え
の
中
の
玉
の
字
は
、
豊
を
表
し
て

い
る
。
心
豊
か
な
人
々
の
住
む
国
。

抜
苦
与
楽
。
悪
苦
を
取
り
除
い
て
、
楽
し
み
を
与
え
る
。
悪
苦
如
何
に
受
け
入
れ
、
そ
の
先
に
楽
し
み
、
幸
せ
が
あ
る
。
生
き
甲
斐
が

楽
で
あ
る
。
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苦
を
取
り
除
く
た
め
に
、
一
般
社
会
の
人
、
檀
信
徒
の
人
で
も
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
と
こ
ろ
へ
行
く
が
我
々
僧
侶
の
下
へ
は
中
々
来
な
い

の
は
何
故
か
。
僧
侶
は
難
し
い
言
葉
を
使
う
。
上
か
ら
も
の
を
言
う
。
相
手
の
話
を
最
後
ま
で
聞
か
な
い
で
途
中
で
、
意
見
を
言
う
。

檀
家
や
地
域
の
人
々
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
人
に
な
っ
て
い
く
。
と
い

う
こ
と
が
一
日
目
の
ま
と
め
。

「
個
人
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
宗
門
な
ど
が
活
動
す
る
人
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
も
必
要
だ
が
、
何
が
必
要
か
」
と
二

日
目
の
問
題
提
起
が
あ
っ
た
。

分
科
会
の
運
営
に
つ
い
て

座
長
が
、
以
前
に
中
央
教
研
に
一
般
参
加
者
と
し
て
参
加
し
た
と
き
に
発
言
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
会
議
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ

た
経
験
か
ら
、
全
員
に
指
名
し
て
発
言
を
求
め
た
が
、
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
言
う
だ
け
の
場
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
討
議
が
で
き
な

か
っ
た
。
本
当
は
、
出
た
意
見
に
対
し
て
掛
け
合
い
の
よ
う
な
形
で
討
議
が
で
き
る
と
よ
か
っ
た
が
、
ほ
ん
の
少
し
し
か
な
か
っ
た
。
今

後
活
発
化
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
。
参
加
者
が
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
う
会
議
に
す
る
た
め
に
は
ど
の
様
に

し
た
ら
よ
い
か
。

一
〇
人
か
ら
一
五
人
く
ら
い
の
分
散
会
に
し
た
ら
よ
い
。

現
状
を
説
明
の
上
で
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
話
を
進
め
た
が
、
こ
れ
か
ら
こ
の
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
皆
さ
ん
は
ど
の
様
に
対
処

し
ま
す
か
と
話
を
進
め
た
方
が
よ
い
。
テ
ー
マ
が
漠
然
と
し
す
ぎ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
深
く
深
く
個
人
的
な
内
容
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
具
体
的
な
方
が
よ
い
。

問
題
提
起
の
内
容
を
、
少
し
過
激
す
ぎ
る
く
ら
い
に
し
て
、「
こ
れ
は
意
見
を
し
て
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
思
わ
せ
る
雰
囲
気
が

あ
る
と
よ
い
の
で
は
。
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活
動
報
告
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
会
議
と
言
う
よ
り
発
表
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
僧
侶
は
地
盤
、
看
板
、
伝
統
、
信
用
な

ど
の
武
器
が
あ
る
が
、
足
り
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
世
間
を
知
ら
な
い
と
か
、
謙
虚
さ
が
足
り
な
い
な
ど
で
、
答
え
の
数
を
持
っ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
宮
台
先
生
の
話
か
ら
、
僧
侶
の
目
線
で
見
る
の
で
は
な
く
、
一
般
社
会
の
目
線
で
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

分
散
会
で
、
討
議
を
し
て
最
後
に
分
科
会
内
で
全
体
会
議
を
す
る
と
よ
い
の
で
は
。
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第
三
分
科
会
（
現
代
社
会
）

社
会
を
変
え
ら
れ
る
寺
院
と
は

─
人
々
の
心
を
つ
か
む
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
（
デ
ィ
ベ
ー
ト
）─

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
が
「
宗
教
者
と
社
会
の
関
わ
り
」
と
な
っ
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
現
代
社
会
Ｐ
Ｊ
へ
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
た

こ
と
と
受
け
止
め
、
そ
れ
は
同
時
に
昨
年
の
分
科
会
議
論
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
昨
年
の
経
験
、
資
料
な
ど
を
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
今
回
は
昨
年
以
上
に
掘
り
下
げ
た
内
容
を
期
待
し
、
話
し
合
い
の
結
果
と
し
て
、
具
体
的

な
提
言
を
ま
と
め
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
会
議
の
形
と
し
て
は
、
昨
年
同
様
に
少
人
数
の
分
散
会
に
分
け
て
、
参
加
者
の
本
音
の
意
見
を
多
く
引
き
出
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
突
破
口
と
し
て
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
方
式
」
を
採
用
し
ま
し
た
。
討
議
の
テ
ー
マ
は
「
寺
院
、
僧
侶
は
こ
れ
か
ら
の

社
会
に
必
要
か
、
必
要
で
は
な
い
か
」
と
し
、
運
営
側
と
し
て
は
、
事
前
の
疑
似
討
議
の
時
の
よ
う
に
「
必
要
で
な
い
」
と
い
う
意
見
が

断
然
優
勢
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
意
見
の
中
か
ら
今
後
の
課
題
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
思
惑
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
つ
に
分
か
れ

た
分
散
会
で
は
同
様
に
、
運
営
側
が
予
想
し
た
よ
う
な
方
向
へ
の
盛
り
上
が
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者
全
員
か
ら
様
々
な
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
現
状
の
問
題
点
が
数
多
く
明
ら
か
に
な
り
、「
デ
ィ
ベ
ー
ト
方
式
」
を
採
用
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
な
り
の
効
果
は

生
ま
れ
た
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

二
日
目
に
向
け
て
は
再
度
作
戦
を
練
り
直
し
、
昨
年
の
資
料
も
参
考
に
、
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
現
代
社
会
の
変
質
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
今
年
の
分
科
会
テ
ー
マ
に
沿
い
、
社
会
を
変
え
ら
れ
る
寺
院
と
は
、
日
蓮
宗
教
師
と
し
て
今
何
が
で
き
る
の
か
、
為
す
べ
き
な
の
か

と
い
う
具
体
的
な
意
見
交
換
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
分
散
会
に
共
通
し
た
意
見
と
し
て
は
、
僧
侶
自
身
の
資
質
を
問
題
視
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し
た
自
省
も
含
め
た
意
見
が
中
心
と
な
り
、
出
家
者
と
し
て
の
意
識
、
信
仰
心
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
、
今
の
わ
れ
わ
れ
に
は
救
済
を
語
る

資
格
は
な
い
と
い
う
厳
し
い
意
見
も
あ
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
師
弟
関
係
の
崩
壊
が
あ
げ
ら
れ
た
。
ま
た
様
々
な
現
実
の
問
題
に
対
し
、

個
々
の
寺
院
、
僧
侶
が
適
切
な
対
応
を
素
早
く
実
行
す
る
こ
と
が
第
一
条
件
で
あ
り
、
実
際
め
ざ
ま
し
い
活
動
を
続
け
て
い
る
例
は
多
く

存
在
す
る
が
、
宗
門
全
体
と
し
て
の
つ
な
が
り
の
あ
る
大
き
な
力
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
の
指
摘
も
共
通
し
て
い
た
。

こ
こ
で
分
散
会
毎
の
具
体
的
な
意
見
を
い
く
つ
か
紹
介
い
た
し
ま
す
。

分
散
会
Ａ
（
黒
木
座
長
、
小
林
記
録
員
）

１
、
物
質
的
な
問
題

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
期
待
す
る
一
方
で
敷
居
が
高
い
と
感
じ
て
い
る
。

・
お
寺
に
は
お
金
が
か
か
る
。

・
お
坊
さ
ん
の
生
活
を
見
て
、
生
活
水
準
が
高
い
と
感
じ
る
。

・
供
養
、
葬
儀
か
ら
感
動
と
感
謝
の
気
持
ち
涌
か
な
い
。

２
、
精
神
的
な
問
題

・
心
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
期
待
す
る
が
、
話
を
し
た
り
聞
い
た
り
し
て
く
れ
な
い
。

・
他
か
ら
あ
こ
が
れ
ら
れ
る
人
物
に
な
る
よ
う
に
、
資
質
の
向
上
に
つ
と
め
る
。

３
、
伝
え
方
の
問
題

・
話
が
専
門
的
す
ぎ
て
、
気
楽
に
質
問
が
で
き
な
い
。

・
上
か
ら
も
の
を
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
ま
た
自
慢
話
に
も
聞
こ
え
る
。
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・
仏
、
お
題
目
、
仏
事
、
葬
儀
な
ど
の
意
味
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
工
夫
が
必
要
。

４
、
現
実
性
の
問
題

・
地
域
、
人
と
の
交
流
の
中
心
と
し
て
の
寺
、
僧
侶
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

・
僧
侶
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
信
仰
心
の
欠
如
、
発
心
の
忘
却
、
自
己
生
活
安
定
の
あ
ま
え
に
よ
る
社

会
情
勢
の
検
知
不
足
、
現
実
の
危
機
意
識
不
足
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

分
散
会
Ｂ
（
梅
森
座
長
、
三
好
記
録
員
）

・
社
会
の
価
値
観
で
動
く
の
で
は
な
く
、
聖
な
る
僧
侶
の
存
在
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
世
間
の
目
も
変
化
す
る
。

・
個
々
に
活
動
は
し
て
い
る
が
宗
門
が
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。

・
社
会
的
な
問
題
に
対
し
て
、
宗
門
が
宗
教
的
な
見
解
表
示
を
避
け
て
い
る
。

・
宗
門
と
し
て
、
対
外
的
な
人
材
の
育
成
が
必
要
。

・
こ
の
よ
う
な
会
議
に
内
局
の
ス
タ
ッ
フ
の
参
加
が
な
い
の
は
お
か
し
い
の
で
は
。

・
宮
台
先
生
の
講
演
は
、
世
俗
的
に
混
乱
し
て
い
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
宗
教
者
が
が
ん
ば
れ
と
い
う
エ
ー
ル
に
受
け
止
め
た
。

・
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
個
々
が
真
剣
に
考
え
て
い
る
こ
と
は
感
じ
た
が
、
現
実
問
題
や
世
間
苦
に
つ
て
の
意
見
が
少
な
く
、
地
域
格
差

に
こ
だ
わ
っ
た
話
が
多
か
っ
た
。

・
宗
門
全
体
に
つ
い
て
語
り
合
う
中
で
、
寺
庭
婦
人
に
関
す
る
話
題
が
皆
無
だ
っ
た
。

分
散
会
Ｃ
（
川
名
座
長
、
坂
輪
記
録
員
）

・
我
々
の
発
想
の
転
換
が
不
可
欠
。

─571─

全体会議（分科会報告）



・
小
僧
修
行
の
欠
如
が
問
題
。

・
核
家
族
化
の
中
で
、
子
ど
も
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
。

・
魂
の
存
在
、
死
後
の
世
界
を
信
じ
る
人
が
激
減
（
二
〇
％
）
し
て
い
る
の
に
、
宗
教
的
意
味
を
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

・
宗
教
は
よ
い
が
、
寺
・
坊
さ
ん
は
イ
ヤ
だ
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
。
そ
れ
は
一
般
社
会
の
価
値
観
に
埋
没
し
て
い
て
、
日
々
の

努
力
精
進
し
て
い
る
姿
が
見
え
て
こ
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

・
我
々
の
共
通
認
識
を
拡
大
す
る
手
立
て
が
必
要
。

・
急
激
に
変
質
し
て
い
る
現
代
社
会
の
中
で
、
宗
門
全
体
が
一
つ
に
な
っ
て
の
行
動
は
容
易
で
は
な
く
、
個
々
の
地
域
、
立
場
で
社

会
変
化
に
適
切
な
対
応
を
素
早
く
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
の
有
効
な
情
報
を
宗
門
が
提
供
し
て
欲
し
い
。
こ
の
よ

う
な
個
々
の
努
力
、
成
果
が
ま
と
ま
っ
た
力
に
な
っ
て
い
な
い
。

全
体
の
印
象
と
し
て
は
、
参
加
者
の
現
状
に
対
す
る
危
機
意
識
、
問
題
意
識
が
的
確
か
つ
充
分
と
は
言
い
難
く
、
相
変
わ
ら
ず
様
々
な

面
で
の
個
々
の
格
差
が
露
呈
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
参
加
者
各
聖
の
日
々
の
誠
実
な
活
動
ぶ
り
が
感
じ
ら
れ
、
こ
の
努
力
を
連
係
、
継
続

さ
せ
る
た
め
に
は
、
中
央
と
管
区
教
研
と
の
連
係
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
な
し
で
は
宗
門
と
し
て
社

会
に
影
響
力
を
示
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
基
調
講
演
の
内
容
が
具
体
性
に
乏
し
か
っ
た
の
で
、
分
科
会
へ

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
想
定
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

後
半
、
印
象
深
く
残
っ
た
こ
と
は
、
木
村
顧
問
の
「
寺
院
は
過
去
の
歴
史
の
中
で
常
に
、
世
直
し
さ
れ
る
側
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
今

も
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
指
摘
で
あ
っ
た
。

最
後
に
四
〇
回
を
迎
え
、
今
日
ま
で
の
先
師
の
努
力
と
、
今
回
の
中
央
教
研
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
ご
苦
労
に
敬
意
を
表
し
、
ま
と
め
と
い

た
し
ま
す
。

（
現
代
社
会
Ｐ
Ｊ
）
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